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教育原理

[講義]　第１学年　後期　選択　教職必修　2単位

《担当者名》白石　淳 jun-jun@hoku-iryo-u.ac.jp

【概　要】

教育の歴史や思想を概観し、教育の基本的概念・理念を学ぶともに、教育及び学校の営みがどのように捉えられ、変遷してきた

のかを学修する。

【学修目標】

授業終了後には、次のことができるようになっているはずです。また、そのようになるように自らも努力してください。

(１)教育の基本的概念を理解し、教育を成り立たせる諸要因との関係を説明することができる。

(２)教育の歴史に関する基礎的知識を理解し、それらと多様な教育の理念との関わり、教育及び学校の変遷を説明することがで

きる。

(３)教育に関するさまざまな思想、それらと多様な教育の理念や実際の教育・学校との関わりをまとめることができる。

【学修内容】

回 テーマ 授業内容および学修課題 担当者

1 教育を学ぶ意義と学校の意義 (１)「教育」を学修する意義 (２)学校の意義 白石

2 教育の基本概念と教育の必要性 (１)教育の概念・必要性 (２)ライフストーリーと学

習　(３)EDUCATIONの意味から捉える教育

白石

3 教育の目標、義務としての教育 (１)教育が必要となった理由 (２)教育に義務が生じ

た理由

白石

4 日本の教育の歴史(１)終戦まで (１)日本の教育の始まり、教育政策と学校 (２)大正、

昭和初期の教育 (３)教育ニ関スル勅語と教育

白石

5 日本の教育の歴史(２) 戦後から現

在まで

(１)教育への期待 (２)教育を受ける権利 （３）教育

の権利と義務

白石

6 教育思想と子供の権利(１) 子供の

発見、産業革命と子ども

(１)子供の発見 (２)産業革命と子供 （３）フレーベ

ルの思想 (４)教育の思想

白石

7 教育思想と子供の権利(２) 新教育

運動と子どもの権利

(１)新教育運動 （２）モンテッソーリ・デューイの

思想 （３）人権指導の高まり (４)子どもの権利条約

白石

8 教育を受ける権利 (１)教育を受ける権利 (２)個人の尊重 (３)権利と義

務との関係

白石

9 教育基本法の理念と教育の目的 (１)法律主義 (２)教育基本法 (３)教育の目的・目標 白石

10 教育制度の成立と展開 (１)諸国の教育制度 (２)日本の教育制度の変遷 (３

)学校の課題（北海道の教育の特色）

白石

11 現代社会における教育の課題(１)

教育課程

(１)学校の教育課程とその変遷 (２)「生きる力」と

「能動的な深い学び」 (３)教育改革の動向

白石

12 現代社会における教育の課題(２)

特別なニーズ

(１)支援を要する生徒(特別支援教育の充実)　(２)子

供の貧困

白石

13 児童生徒・家庭・地域・学校と相互

関係

(１)地域の課題 (２)家庭の課題(第一義的責任)　(

３)学校の理解、連携、情報公開

白石

14 教師・生徒との関係 (１)教員免許制度 (２)教育実践から考える教育の理

念 (３)教師・生徒との信頼関係のために必要なこと

白石

15 教育の理念と学校教育 （１）教育原理の学びのまとめ (２)子どもの未来の

ための教育 (３)教育とはなにか　

白石

【授業実施形態】

面接授業

※授業実施形態は、各学部（研究科）、学環、学校の授業実施方針による

【評価方法】

●授業における提出物(授業中の課題他）４０％

●レポート課題の提出（２回）６０％　
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【教科書】

「三訂版　資料で考える 子ども・学校・教育」（学術図書出版）

【参考書】

「高等学校学習指導要領」（東山書房）

「スクール・ウオーズ」(光文社)

「夜回り先生」(サンクチュアリ出版)

【備考】

●評価の観点など、授業に関する留意点等は、１回目の授業の際に説明する。

●自ら考えることを大切にして、授業に参加すること。みなさんの学ぶ姿勢を期待します。

【学修の準備】

予習：前回の授業時に指示する課題及び次回の授業の範囲の教科書を読んで理解する（予習２時間）。

復習：毎回配布する資料（プリント）に記載している課題（復習事項）を、教科書、プリントなどを活用し取り組み、学修内容

を深める（復習２時間）。

【免許法施行規則に定める科目区分等】

「教育の基礎的理解に関する科目」の「教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想」に該当する。

【実務経験】

高等学校教諭

【実務経験を活かした教育内容】

高等学校での教諭としての実務経験を通じて得た知識・技術・態度等を活用し、実践的な内容を含みながら講義を行う。


